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仿 课 文 


hs 


席 を 譲る 


1 電車 の 中 で こう いう 光景 を 見 か け ま し た 。 若 い 男 性 が 座席 に 座っ て いた と ころ 
に 、 ある 駅 で 一 人 の お ば あさ ん が 乗っ て き て 彼 の 前 に 立ち ま 本 ae この 青年 は 席 を 
立ち 、「 ど う ぞ 」 と 言っ て お ば あさ ん に 席 を 譲 ろ うと し まし た 。 と ころ が 、 こ の お 
ば あさ ん は 「 い いえ 、 結構 で す 」 と 、 すぐ に 断 っ て し まい まし た 。 遠慮 し て いる 、 

5 そう 考え る の が 自然 で すか ら 、 こ の 青年 も 「 い え 、 ど う ぞ 」 と も う 一 度 譲り まし 
た 。 が 、 返事 は また し て も 一 言 、 結構 で す 」。 

いっ た ん 席 を 立っ た 青年 の ほう も 引っ 込み が つか な く な っ た の か 、 席 を 空け た ま 
まお ば あさ ん と 並ん で 立つ と いう 妙 な 光 基 に な っ て し まい まし た 。 何 か 、 空気 が 寒 
い 。 こ うな る と 、 他 の 人 も 「 で は 、 わ た し が 」 な ど と 言っ て 座れ る わけ が あり ませ 

10 ん 。 結 局 、 こ の 席 は 、 お ば あさ ん が 降り る まで 空い た まま に な っ て し まっ た の 
で す 。 

な ぜ こ の お ば あさ ん は 断 っ た の で し ょ うか 。 二 駅 ぐら いで 降り る か ら 、 産 る 必要 
は な いと 思っ て いる の で し ょ うか 。 自分 は 席 を 譲っ て も ら う ほど 年 寄り で は な いと 
還っ て いる の で し ょ うか 。 あ る い は 足腰 を 鍛え る た め 、 電 車 で は 座ら な いよ うに し 

15 て いる の か も し れ ま せん 。 

し か し 、 そん な 理由 は 別に し て 、 和 柔軟 に 対応 し て 好意 を 受け 入れ て や れ ば いい 
の で は あり ませ ん か 。 人 の 好意 は 、 ひ と まず あり が た く 受 け 止め た いで す 。 そ れ が 
結 局 は 、 自 分 も 好感 を も た れる こと に な り ま す 。 好 か れる 人 と いう の は 、 人 の 妖 
意 の 受け 方 が 上 手 な 人 で も ある と いう こと で す 。 

(斉藤 茂 太 『 な ぜ か 人 に 好 か れる 人 の 共通 点 』 に より 改 ) 


9 生 周 表 1 


汉字 (假名 读音 ) 声调 词性 词义 (中 文 ) 
譲る (ゆず る )⑩ [ 他 動 1] | 让 ,谦让 ;转让 ,让步 
=5w5@ | [ 連 体 ] 这 种 ,这 样 的 


| 景象 ,情景 ,场面 ,样子 


青年 (せい ね ん )⑩ 


光景 (こう けい )⑥① | 区] 
見 か ける (みか ける )⑥⑩⑨ [ 他 動 2] に 
座席 ( ざ せ き )⑩ [名 ] 座位 ,位 子 
ある ① [ 連 体 ] | 某 , 有 

站 本 5 中 * 5 9 上 
立つ (た つっ )① [自動 1] 有 


发 ,动身 


[名 ] 


青年 ,年 轻 人 


と ころ が ③ 


| [接続] 


断る (こと わる )③ 
が 


[ 他 動 1] 
[接続 ] 


然而 ,可 是 ,不 过 


拒绝 ;事先 打招呼 
可 是 ,但 是 ,不 过 


まだ し て も の @ 
いっ た ん 
引っ 込み が つか な い ( ひ っ こみ が つ 
か な い ) 


[ 副 ] 


[ 副 ] 又 ,再 次 


姑且 ,暂且 ;一 旦 ， 既然 


下 不了 人 台 ; 欲 異 不能 


空け る (あけ る )⑩ 
妙 ( み ょ う )① 


[ 他 動 2] 
[名 ・ ナ 形 ] 


空 出 , 腾 出 ; 倒 出 


奇怪 的 ,奇异 的 ;格外 ,异常 


-500 [ 副 ] 这 样 , 这 么 ,如 此 

結局 (けっ きょく )⑩ [名 ・ 副 ] 最 后 ,结果 

降り る (お り る )② | [自動 2] 下 (车 ); 降 ( 雾 、 赴 等 ) 

空く (あく )⑥⑩ [自重 1] 空 , 空 出 ;空闲 ,有 工夫 ;空缺 
な ぜ ① | [ 副 ] 为 什么 ,为 何 

年 寄り (と し より )⑨④ [名 ] 老人 

ある い は ② [接続 ] 「 | 或 ,或 者 ,或 是 

足腰 (あし こし )⑨② | [名] 腰 服 


汉字 (假名 读音 ) ”声调 


词性 


( 续 表 ) 
词义 (中 文 ) 


鍛え る (きた える )③ 


[ 他 動 2] 


锻炼 ;锤炼 


[接続 ] 


但 是 ,可 是 


理由 ( り ゆ う )⑩ 


[名 ] 


理由 ,缘故 ;借口 


別 ( べ つ )⑩ 


[名 ・ ナ 形 ] 


分 别 , 区 别 ; 另外 ; 除外 , 例外 ; 
特别 


柔軟 (じゅ うな ん )⑨⑩ 


[ ナ 形 」 


柔软 的 ;灵活 的 


好意 (こう い )① 


[名 ] 


受け 入れ る (うけ いれ る )⑩④ 


[ 他 動 2] 


收 , 收 进 ;接纳 ;接受 ,采纳 


ひと まず の ② 


[ 副 ] 


暂且 ,暂时 ,姑且 


あり が た い ④ 


[ イ 形 ] 


值得 感谢 的 ;珍贵 的 ,难得 的 


受け 止め る (うけ と め る )④⑨⑥ め 


[ 他 動 2] 


接 住 ,挡住 ;理解 ,认识 


好感 (こう か ん )⑩ 


[名 ] 


好感 


好 く (すぐ )①② 


[ 他 動 1] 


喜欢 , 襄 好 


在 日 语 中 ,日 常 所 使 用 的 文体 大 致 可 分 为 "简体 “不 使 用 "下放 “来 才 " 的 形式 ) 和 ”“ 敬 
体 ”( 使 用 "下 二 光 未 才 ” 的 形式 )。 敬 体 ? 多 在 口语 中 使 用 。 在 书面 文章 中 , 常 使 用 "简体 ”的 形 


式 , 又 称 为 "文章 体 ”。 


现代 日 语 中 的 “文章 体 * 有 "~ 到 加 召 ” 和 "~ 大 ”两 种 ,这 是 在 明治 时 期 的 “ 言 文 一 致 * 运 
动 中 确立 下 来 的 “~ 下 如 加 "文体 多 用 于 书面 语 、 论 文 撰写 以 及 演讲 等 。~ 芒 "文体 则 主要 
用 于 日 记 的 书写 .与 关系 亲密 的 人 之 间 的 会 话 等 。 
男 外 ,“ー で ある " 后 面 可以 三 接 修 人 大 名 周 , 面 “ー だ "不可 以 ※ー で ある "的 活用 美 似 千 
一 美 芝 週 , 辻 去 式 是 “ー で あっ た "”, 散 体 是 “ー で あり ます ”, 在 旬 中 中 癌 可 以 用 "ー で あっ て " 


或 “ー で あり "前 形式 。 


才 形 容 词 


きれ いで す 


きれ い だ 


きれ いで ある 


な つ め そう せき \ ひ ょ うさ く 


人 へ 『 管 輩 は 猫 で ある 』 は 夏目 激 石 の 代 表 作 の 一 つ で ある 。 (< 我 是 猫 》 是 夏目 激 石 的 
代表 作 え ー・ ) 

入 同 鶴 会 は な みん な の 思い 出 の 場所 で ある 中 野 喫茶 店 で 行 われ た 。 (同学 会 在 中 野 咽 
啡 店 这 个 充满 了 大 家 回忆 的 地 方 举行 了 。) 

人 姓 か れる 人 人 と いう の は 、 人 の 好意 の 受け 方 が 上 手 な 人 で も ある と いう こと で 
证 。( 招 人 喜爱 的 人 ,一 定 也 是 善于 接受 别人 好 意 的 人 。) 

入 換 拶 は 日 和 生活 の 基本 で あり 、 個 人 の 感性 の 実 れ で も ある 。 ( 案 暗 是 日 常 生活 
的 基本 礼仪 ,也 是 一 个 人 感性 的 体现 。) 


2 全 
“ 动 蕊 w\ 玖 / 动 蕊 w\ 蕊 十 上 二 五 世 "表示 在 某 动作 正在 进行 或 正 处 于 某 种 状态 的 时 候 ,发 
生 了 后 面 的 动作 或 状况 ,意思 是 “( 当 时 ) 正 …… 的 时 候 ”。 

人 みん な 彼女 の うわ さ を し て いる と ころ に 、 本 人 が や っ て きた 。 (大 家 正 在 赤 尋 的 
是非 児 , 好 本 人 就 出現 了 。) 

人 道 に 迷っ て 困っ て いた と ころ に 、 お 巡り さん が 通り か か っ た 。 〈 我 迷 了 了 路 正秋 乱 的 
时 候 , 巡 警 恰巧 经 过 。) 

“~( 上 上 ) 5 上 [L 天 十 上 二 五代 "表示 正 要 进行 前 项 动作 或 前 项 状态 即将 实现 的 时 候 ,发 

后 项 的 动作 或 状况 ,意思 是 “ 正 要 :……: 的 时 候 ”"“ 就 快要 …… 的 时 候 ”。 

人 怕 计 外 民 闪 五 5 上 L 天 上 二 瑟 代 、 重 衣 从 办 办 总 志 六 。( 正 要 洗澡 的 时 候 , 有 电话 
打 来 了 。) 

入 仕事 が も うす ぐ 終 わろ うと し た と ころ に 、 また メー ル が 入っ て きた 。 ( 眼 看 工作 
就 快要 结束 的 时 候 , 又 有 邮件 来 了 。) 


ー と ころ を 


" 動 筒 体形 十 と ころ を ” 的 意思 是 “ 正 …… 的 時 修 ”、“…… 之 時 ”。 后 項 邊 常 用 “見 つか る 
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(被 发 现 )"“ 往 示 五 (被 抓 仁 )”“ 竹 5 (袭击 )"“ 助 睹 古 (帮助 )" 等 动词 .该 句 型 中 ,后 项 动作 
0 主体 有 直接 的 影响 。 
授業 中 小説 を 読ん で いる と ころ を 先生 に 質問 され た 。 ( 我 正在 束 堂 上 看 小 聞 的 


时 候 , 被 老师 提问 了 。) 

入 こっ そり タバ ュ コ を 吸っ て いた と ころ を 、 交 に 見 つか っ た 。( 正 倫 倫 吸 畑 的 時 候 , 被 
父亲 发 现 了 。) 

へ 狐 人 は 逃げ よう と する と ころ を 整 察 に 遠 捕 さ れ た 。 ( 曹 犯 賠 要 逃 忠 就 被 警 察 示 
住 了 。) 


3. 一 わけ が な い 


“ 小 名 十 わけ が な い " 表 示 弄 哲人 強烈 主張 茶 事 不可 能成 立 , 意 思 是 "不可 能 …… シホ 
会 …… ”。 在 口语 中 ,助词 “从 2 可 以 省 略 , 变 成 “~ 所 太 欢 V ”的 形式 。 

人 毎日 ゲー ム ば か りや っ て いる と 、 試験 に 合格 する わけ が な いで し ょ う 。( 整 天 就 
知道 玩 游戏 的 话 , 怎 么 可 能 通过 考试 呢 。) 

人 A+ 析 克 、 わ た し の ミ と 嫌い な の ? (你 讨厌 我 吗 ?) 
B: 云 妃 丰 扫 太太 疏 尼 L 上 。( 那 怎么 可 能 呢 。) 

人 衬 肯 500 个 四 第 蓄 志 器 议 硬 2? 所 大 人 c 习 老 国 所 全 姑 太 八 。( 一 天 记 500 个 单词 ?我 是 
不 可 能 做 到 的 。) 


4. くらい / ぐ らい 


在 第 一 第 5 課 学 イ “数 量 局 くら い / ぐ らい "表示 概数 , 意 思 星 “大概 ……”、“…… 
左右 ”.“ 名 / 隔 形 基本 形 /十 形 词 干 十 态 / 动 简体 形 十 < 疡 VV 信 疡 w” 还 可 以 表示 动作 ,状态 
的 程度 , 意 轩 是 。 に に つこ 得 DR 好 简直 っ レ 

へ 全日 は 朝 か ら 仕事 が 忙 し く て 、 る 時 間 も な い くら い だ 。 ( 今 天 以 一 大 

早 开始 就 很 忙 , 连 吃饭 的 时 间 都 没有 。) 

人 も う 歩 け な い ぐら い 疲れ た 。 〈 我 累 得 一 点 都 走 不 効 了 。) 

“< 疡 VV 人 Pvv 还 可 以 表示 限度 ,用 于 举 出 一 些 程度 低 .分 量 轻 、 最 起 码 的 事例 , 意 
思 是 “最 起 码 疝 

六 二 过 时 究 ， Le 工 丰 、= 禾 白人 为 避 刀 上 入 下 在 六 W\。( 再 怎么 忙 , 饭 还 是 要 好 

好 吃 。) 


いっ か いし っ ぱ 


へ 一 回 失敗 し た くら いで 、 あ きら め て は いけ な い 。 (就 失败 了 一 次 ,不 能 轻 言 放 弃 。) (21) 


OS OO ら @ 


5. 一 は 別に し て [ “ こし 
“名 十 は 別に し て "意思 是 “ 除 了 ……”、“…… 男 当別 途 ”、“…… 才 旦 不 途 ”。 也 可以 用 “ 
は 別 と し て ” 拘 形式 。 
へ 新人 の 山田 さん は 能力 は 別に し て 、 態度 が よく な い 。 (新人 山田 的 能力 暫 且 不 
说 ,他 的 态度 就 不 好 。) 
人 祥 員 旅行 の こと で す が 、 費 用 の 問題 は 別に し て 、 ま ず 時 間 を 決め まし ょ う 。( 有 
共 只 工 旅行 的 事情 , 旨 用 的 同 題 御 且 不 管 , 先 把 時 同定 下 来 叩 。) 


| 拓展 | ー~ か どう か 十 は 別に し て 
“小 名 十 办 蔚 办 十 入 别人 L 习 "表示 将 某 一 事项 暂时 搁置 ,优先 讨论 或 解决 其 他 事项 ， 
意思 是 “…… 暂 上 且 不 论 "。 
人 将来 に 役に立つ か どう か は 別に し て 、 若い うち に いろ いろ と 経験 し た ほう が い 
w 上 是 5。( 先 不 论 是 否 对 将 来 有 帮助 ,我 觉得 趁 年 轻 多 经 历 - 些 为 好 。) 
人 楽 四 劲 朱 汞 加 五 办 此 5 办 二 别 忆 L 忆 、2 遂 简 竺 人 财 蕊 坎 姻 = 上 世 L 坊 。( 暂 且 不 管 
药 效 如 何 , 我 决定 先 连 续 吃 两 周 。) 


站 词汇 - 表达 方式 


1. いい え 、 結構 で す 


在 第 二 册 第 12 课 学 习 了 “ 籍 构 " 作 副 词 的 用 法 ,意思 是 “很 "“ 相 当 ”。“ 藉 福 ”还 可 以 作 博 
形容 词 “ 籍 构 - 下 才 " 有 两 种 意思 , 即 “ 可 以 ”"“ 好 的 ”或 者 * 不 用 了 ”“ 不 要 了 ”“ 已 经 够 了 "。 
人 今 す ぐ 返事 し な く て も 結構 で す 。 ( 不 名 上 回 毛 也 行 。) 
人 A: ビー ル 、 も ぅ 一 称 い か が で すか 。 〈 再 来 一 杯 啤 酒 怎么 样 ?) 
B. いい え 、 も う 結 構 で す 。 〈 不 , 不 用 了 。) 


2. いっ た ん 席 を 去っ た 章 年 の ほう も 引っ 込み が つか な く な っ た の か 


副词 " 改 2 苞 刀 ” 有 两 种 意思 , 即 "姑且 ”“ 和 暂且 ?或 者 “一旦 "“ 既 然 "。 在 这 句 话 中 ,是 “ 姑 
上 县 ”、 乒 且 的 意思 es 


し ゅ っ ちょ うさ 行 


人 出張 先 か らい っ た ん 家 に 帰っ て 、 また 会 社 へ 行き ます 。 (入出 券 的 地方 哲 旦 先 回 
家 ,然后 再 去 公司 。) 
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へ いっ た ん や る と 決め た ら 、 最 後 まで 頑張 り た い 。 (一旦 決定 要 仙 。 就 想 要 上 持 
到 底 。) 
“ 立 王 ” 在 这 句 话 中 的 意思 是 “离开 ”。“ 篇 志 立 一 ”的 意思 是 “离开 座位 ", 其 中 助词 “ 专 ” 表 
示 离 开 的 场所 。 
“引っ 込み が つか な い ” 是 慣用 酒 , 意思 是 “谷中 不能 、“ 下 不 来 合 ”。“ 引 っ 込み ” 是 効 河 
“ 引 二 远 直 "的 名 词 形式 ,“ 引 二 远志 ”的 原意 是 “ 缩 进 >“ 四 陷 ”。 


3. 護 を 空け た まま 
“ 冠 ける ” 是 他 効 周 , 意 思 是 " 使 … 空 ”、“ 空 出 ”。 既 可以 用 王 空 周 , 也 可以 用 考 時 岡 。 


A 一 行 を 空け て 書き ます 。 ( 空 一 行 写 。) 
人 旅行 で 家 を 空 | ける 。 (外出 旅 渡 不 在家 。) 


に ちょ よう ぴ 


人 ム 日 曜日 は 空け て お きま す 。 (我 把 周 日 的 时 间 空 出 来 。) 


4 生か 、 紅 人 が 業 い 

“何人 办 "是 副词 ,意思 是 “( 不 知道 什么 原因 ) 总 觉得 ……”、“ 好 像 ……”。 

A う ちの ワン ちゃ ん は 最近 何 か ヽ お か し い 。 (我家 的 狗 最近 好 像 有 点 反 常 。) 

へ 一 人 で 食事 を する の は 何 か 閑 し いで す 。 (一 人 人 ゆ 仮 意 感 常 有 基 原音 

名 財 * 守 気 " 除 了 表示 "人 "之 外 ,还 可 以 表示 “氛围 >"“ 气 氛 ?。 这 句 话 中 的 “ 空 所 ”就 是 
“气氛 ”的 意思 。 "空気 が 楽 い "的 意思 "人 人 有 点 价 "， 

常用 的 与 "从 气 " 有 关 的 词组 还 有 “从 所 才 世 ”意思 是 “ 识 相 "… 根 据 当时 的 氨 围 去 和 
事 "等 .这 里 的 “ 芒 世 " 不 是 表示 “该 ”, 而 是 表示 “ 摘 测 ”。 “空気 が 読め な い 人 ” 即 “ 不 会 看 気 気 
行事 的 人 ”, 简 称 为 "区立 ", 是 取 “ 至 质 ” 与 “ 芯 吉 "这 两 个 单词 读音 的 头 一 个 罗马 字母 而 构 
成 的 。 


5. 他 の 人 も 「 で は 、 わ た し が 」 な ど と 言っ て 礎 れ る わけ が あり ませ ん 


这 句 话 的 意思 是 “其 他 的 人 也 不 能 说 : 那 我 来 坐 ,, 就 去 坐 那个 座位 ?下 人 注 、 和 无 也 共 ” 
必 省 略 的 形式 , 其 完 整 的 形式 友和 星 “で は 、 わた し が 座り ます ”, 即 “ 那 我 来 邊 ”。 


OS OG 


6. 結 島 、 こ の 魔 は 、 お ば あさ ん が 降り る まで 空い た まま に な っ て 
し まっ た の で す 
这 句 话 的 意思 是 “结果 ,这 个 座位 一 直到 老 太 太 下 车 为 止 ,都 是 空 着 的 ”。 
* 結 局 "可 以 作 名 词 或 者 副词 ,意思 是 “最 后 ">“ 结 果 ”“ 终 究 ”, 包 含 * 过 程 中 发 生 很 多 事 
情 ,最 终 得 出 一 个 结果 ”的 意思 ,后 面 多 为 不 太 好 的 结果 。 
人 最后 世 次 访 石 四 仁 、 夭 元 法 自分 帮 。( 最 后 做 决定 的 终究 是 自己 。) 
人 いる いる 葵 力 し て みた が 、 結局 だ め だ っ た 。 ( 最 然 努 力 裳 葉 了 各 和 方 法 但 最 代 


还 是 失败 了 。) 
“未 到 ?可 以 表示 时 间或 空间 的 终点 ,还 可 以 表示 在 前 项 的 事件 发 生 之 前 ,一 直 持 续 着 同 
样 的 状态 或 动作 , 即 “ 到 …… 为 止 >“……"* 之 前 ”。 


へ 友だち が 来る まで 、 ず っ と 待っ て いた 。 (一 下 等 到 朋 友 来 。) 
A 天 学 を 卒業 する まで 、 海 外 に 行っ た こと が な い 。( 大 学 時 並 之 前 , 都 没有 出 
过 国 。) 


7. ひと まず 
副词 “ 仆 と 未 六 ”的 意思 是 “暂时 ”“ 暂 目 ?“ 姑 且 ”。 
人 从 上 未 闻 总 部下 寺 汪 。( 暂 上 且 做 做 看 吧 。) 
人 二 扎 世 人 上 未 玫 妆 愉 万 。( 这 样 就 关上 且 放 心 了 .。) 


8. 好 か れる 人 人 と いう の は 、 人 の 好意 の 受け 方 が 上 手 な 人 で も ある 
と いう こと で す 
这 句 话 的 意思 是 “ 招 人 喜爱 的 人 ,一 定 也 是 善于 接受 别人 好 意 的 人 ”。 当 中 包含 了 句 型 
“上 四 仁 ~ 上 W5 二 上 习 才 ,意思 是 “所 谓 的 …… 就 是 .……?”。“ 好 办 扎 百 "是 “好 < ”的 
被 动 形 ,意思 是 “被 喜欢 ".“ 受 讨 广 "由 动词 “ 受 压 厂 " 与 接 尾 词 <“ 一 睹 "复合 而 成 ,意思 是 “接受 
的 方 式 ”“ こ で も ある ” 是 “で ある ” 加 上 “も ” 的 形式 , 表 示 “ 凶 時 ……"。 
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お う つか きま 
3 王 さ ん 、 お 疲れ 様 。 
ト か ちょ う つか さま 

: あっ 、 課長 ヽ お 疲れ 様 で す 。 

お う に ほん りゅう が く けい けん 
: 王 さ ん は 、 の し お 雪 生 59 ます ね 。 
こう か ん りゅう が くせ い ん か ん と うき ょ う 
: ええ 。 交換 留 学生 と し て 、 一 年 間 東 京 に 留 学 し ま a 


ぼく と うき ょ う し ゅ っ し 


: あ 、 そう 。 僕 は 東京 出身 な ん だ よ 
: そう な ん で すか 。 Eee 
だ い が く じ だ v 


: 大 学 時 代 に 一 度 旅 行 来 た こと が ある ん だ けど 、 も 
で ね 。 上 海 は 大 きく 変わ っ た っ て 感じ だ な 。 


三 
3 


了 芋 『 
融 # 


= 


MM 


丑闻 
dE HS 5 HS ES 


まそ う で すね 。 高層 ビル が 立ち 並ん で 、 町 の 様子 も 変わ っ て いま すね 。 
た 本 シ ン ハ イ ち か て っ る せん ず み お どろ ちゅ うし ん ぶ と う 
; うん 、 確か に 。 上 海 の 地下 鉄 の 路線 図 を 見 て 驚い た よ 。 中 心 部 は 東 
京 と あん まり 変わ ら な いで し ょ 。 
『, そう で すね 、 か な り 便 利 に な り ま し た ね 。 あ の う 、 和 失礼 で す が 、 課長 は 
本 社 で も 販売 部 で し た か 。 


は ん ば い き か く 


: うん 、 ずっ と 販売 売 企画 の 仁 


か ちょ う 


事 を や っ て きた ん だ けど 、 

人 社 当時 か ら 海 外勤 務 を 
希望 し て た ん で 、4 月 か ら 
上 海 に 来 て る ん だ よ 。 

。 そ う で すか 。 そ れ は よかっ 
7 で まれ ねい 。 

, まあ ね 。 これ か ら 、 仕事 の 
方 、 よ ろ し く 頼 む よ 。 


か が ん ば 
3 は い 。 頑張 り 未 机 


BOE 
届 生 河 表 2 


汉字 (假名 读音 ) ”声调 


词义 (中 文 ) 


休憩 室 ( き ゅ うけ いし つ )③④ 


お 疲れ 様 ( お つか れ さ ま )⑩ 


出身 (し ゅ っ し ん )⑩ 


変わ る (か わる )⑩⑪ 


变化 ,改变 ;不 同 


感じ (か ん じ )⑨⑩ 


感觉 ;知觉 ;气氛 


高層 (こう そう )⑩ 


ンマ 三 
高座; 高屋 


様子 (よう す )⑩ 


姿态 ;样子 :情况 ,动向 


確か に (た し か に )① 


:| 确实 ,的 确 


路線 図 ( ろ せん ず )⑨② 


线路 图 


中 心 部 (ちゅ うし ん ぷ ぶ )③ 


中 心地 带 


か な り ① 
本 社 ( ほ ん し ゃ )① 


[ 副 ・ ナ 形 ] 


原 , 相 当 
总 社 , 总 公司 


勤務 (きん む )① 


[名 ・ 自 動 3] 


工作 


よろ し い ⑨③⑨⑥ め 


外语 法 -表达 方式 


1. 普通 的 说 法 与 正式 的 说 法 


LT 形 ] 


好 的 ,恰好 的 ;没关系 ,可 以 


在 商务 领域 ,对 客户 或 者 上 级 等 应 该 使 用 敬 语 表达 .除了 在 第 二 册 学 过 的 敬 语 句 型 和 一 
些 特殊 形式 之 外 ,有 些 名 词 或 代词 等 也 有 其 相应 的 “ 改 まっ た 言い 方 正式 沈 法 )”。 常 見 的 


如 下 表 所 示 : 


普通 の 言い 方 改まっ た 言い 方 普通 の 言い 方 
と れ / ろ と / こ っ ち こち ら その 日 


改まっ た 言い 方 


それ / そ こ / そ っ ち そちら 次 の 目 


あれ / あ そこ / あ っ ち あちら さっ き 


普通 の 言い 方 改まっ た 言い 方 普通 の 言い 方 
どれ / ど こ / ど っ ち どちら あと で 


まえ あい だ 
この 前 / こ の 間 
いま 


今 


2 お 疲れ 様 

这 名 话 是 职场 中 常用 的 寒 阶 语 。 在 本 课 会 话 中 ,中 村 课 长 在 休息 室 碰 到 了 王 小 华 ,于 是 
说 了 “性 装 机 婴 ( 你 辛苦 了 )”, 用 来 打招呼 ,而 王 小 华 则 对 中 村 课 长 说 “ 书 装 所 机 攻 二 ”。 注 意 
上 级 对 下 级 可 以 使 用 “把 状 扎 禄 ", 而 下 级 对 上 级 则 一 定 要 用 “把 茂 扎 粮 玫 才 ”。 这 句 话 的 使 用 
范围 比较 广泛 ,可 以 用 于 在 公司 碰 到 同事 或 给 同事 打 电 话 时 的 寒 喧 ,还 可 以 用 于 邮件 的 开头 
语 等 .另外 ,下 班 时 , 先 离开 公司 的 人 会 对 其 他 的 同事 说 “ 扫 先 志 拓 礼 孔 未 才 ( 我 先 走 了 )”, 而 
其他 的 同 事 則 会 回 友 選 “お疲れ様 で し た (辛苦 了 )"。 

此 外 “ご 若 労 様 で す ” 也 可以 表示 “ 休 辛 苦 了 "的 意思 , 但 具 限 手 恥 協 中 , 上 角 対 下 色 
使用 。 


ぼく と う きょう しゅ っ し ん 


3. あ 、 そ う 。 僕 は 東京 出身 な ん だ よ 


这 句 话 的 意思 是 “ 喔 ,原来 是 这 样 。( 其 实 ) 我 是 东京 人 哦 ”由 于 王 小 华 提 到 自己 曾 在 东 
京 留学 过 一 年 ,于 是 中 村 课 长 说 其 实 自己 就 是 东京 人 .为 、 毛 35" 用 来 附和 王 小 华 所 说 的 内 
容 .“ 一 九 花 "是 “一 中 蕊 ”的 口语 形式 ,用 于 说 明 中 村 课 长 自己 的 情况 。 

“一 四 j/ 九 大 ?用 于 说 明 情况 和 事由 ,常用 于 以 下 场合 : 

回答 对 方 的 提问 或 者 提出 问题 。 

人 A: 先週 の ピク ニッ ク 、 どう し て 行か な か っ た ん で すか 。 (上 周 的 野 槍 , 伏 訪 仕 久 

没有 去 呢 ?) 
B, いや 、 急 用 が で きた ん で …。 ( 吸 …… 因 妨 突 然 有 急 事 。) 

P 交 明 自己 的 情況 。 

人 実は 、 そ の 映画 、 僕 も 見 た ん だ よ 。 ( 其 突 。 那 部 申 影 我 也 看 辻 了 。) 

引出 话题 。 

入 この 前 の 話 な ん だ が 。 ( 美 隆 上 次 送 寺 的 那 件 事情 …… 


OO 


4. 失 学 時 代 に 一 度 旅 行 に 来 た こ と が ある ん だ けど 、 も う 年 数 年 前 の 
と で ね 
这 句 话 的 意思 是 “ 读 大 学 的 时 候 我 曾经 来 旅行 过 一 次 ,但 已 经 是 十 几 年 前 的 事情 了 "。 
“一 万 二 上 站 为 古 " 用 于 描述 曾经 发 生 过 的 事情 ,意思 是 “曾经 …… 过 ”。“ 颁 此 ” 表 示 转 折 , 类 
似 的 形式 所有 “けれ ども “けれど "。 
“も う 十 数 年 前 の こと で ね "的 后 面 省 略 了 “( 因 妨 是 十 凡 年 前 的 事情 了 。) 所 以 現在 対 
上 海 不 是 很 熟悉 ”. 句 未 的 “ 扫 ” 是 语气 助词 ,用 于 引起 对 方 的 注意 。 
入 A: 実は ね 。 ( 其 突 我 ……) 
B: 上 5L 基 De?( 你 怎么 啦 ?) 
A: 今 の アル バイ ト 、 辞め た いん だ けど ね 。 〈 我 想 辞 搾 現在 的 送 傍 兼 駅 。) 
B: 过 与 ? (是 吗 ?) 


5. 上 海 は 大 きく 変わ っ た っ て 感じ だ な 
“こっ て ”" 是 “こと “へ と いう “へ と いう の は ” 的 口 竹 形式 。 在 送 句 活 中 ,“~ っ て "大 
“一 上 站 5 的 口语 形式 。 
へ 彼 は また 電話 する っ て 言 きい ま し た 。( 他 箇 会 再 打 申 折 来 。)( 相 当 隆 "と ”) 
へ さっ き 、 田 中 さん っ て 人 が 来 た よ 。( 賠 オオ 有 條 叫 田中 的 人 来 辻 。)( 相 当 手 “と い 
うめ 
へ 幸 せっ て 何 な ん だ ろう 。 (幸福 是 仕 名 児 ?)〈 相 当 手 “と いう の は ” 
“ 契 " 是 语气 助词 ,在 这 名 话 中 表示 感慨 。 多 为 男性 使 用 ,也 可 用 于 女性 自 言 自 语 时 。 
入 あっ 、 ケータ イ を 忘れ た ! 困っ た な 。 ( 唆 呼 忘 帯 手 机 了 , 丁 様 り 


6. 中 心 部 は 東京 と あん まり 変わ ら な いで し ょ 
“如 九 束 吃 " 是 “加 卖 0 ”的 口语 形式 日 语 中 ,有 些 词 在 口语 中 读音 会 发 生变 化 ,例如 ， 
和 お な じ つ お ん な じ ( 相 同 やはり 一 や っ ぱり ( 入 是 ) 
ど て で も つつ と お で も 《 四 5) すご く > すっ ざく *% 手 菅 ) 
“変わ る” 在 和 里 的 意思 是 "不同 "あん まり 変わ ら な い ” 即 “ 没 仕 名 不同 ”。“ 変 わる ” 的 
名 同形 式 是 “ 変 わり",“ 変 わり が な い " 表 示 “ 没 有 仕 不同 " 或 “ 没 仕 名 変化 ”。 
旬 素 的 “て で し ょ " 朋 音 比 * て で し ょ う ” 短 促 . 和 所 更 刃 強烈 , 用 手 強 週 自己 的 濁点 希望 
@ 得 到 对 方 的 附和 。 


7. あの う 、 失礼 で す が 、 課長 は 本 社 で も 販売 部 で し た か 
“あの う 、 矢 礼 で す が ” 一 般 用 手 会 活 当 中 包含 “ 不 好意 思 开口 "的 意思 .在 本 课 会 话 
中 , 王 小 华 询问 中 村 课 长 的 一 些 个 人 情况 ,有 所 顾 鼠 ,因此 使 用 了 “为 5 、 丘 礼 世 才 侠 >。 类 
條 的 用 法 乏 有 "あの う 、 か ん 2 が 
"課長 は 本 社 で も 販売 部 で し た か "相当 王 “ 課 長 は 本 社 で も 販売 部 に 属し て いま し 
无 办 ”的 省 略 , 意 思 是 “ 课 长 您 在 总 公司 也 是 隶属 于 销售 部 门 吗 ?”。 


に ゆう か い が い シャ ン ハ 


入社 当時 か ら 海 外勤 務 を 希望 し て た ん で 、 4 月 か ら 上 海 に 来 て る ん だ よ 


这 滞 计 的 总 思 是 进入 会 司 的 时 候 就 希望 被 派 到 国外 去 工作 ， 于 是 今年 4 月 就 来 到 了 上 
海 ”。* 希 望 し て た “ 来 て でる” 分別 是 "希望 し て いた "" 来 て いる ” 的 条 略 形式 。『 こ んで” 地 “ー 
の で "的 口 邊 形式 。 

在 口 載 中 , 即 常 使用 笛 略 形式 “どー て いる ” 和 “と て いく "中 的 いい ツ 常 常 省略 , 変 成 “ て て 
る ” 和 “て て く ”。 例 加 : 

A 書い て いる っ 書い て る 、 見 て いる 一 見 て る 

持っ て いっ て = 持っ て っ て 、 待っ て いな いで 一 待っ て な いで 
連れ て いく 一 連れ て く 、 食べ て いっ て くだ さい つ 食べ て っ て くだ さい 


9. まあ ね 


本 课 会 话 中 的 “ 束 轧 扫 ?用 于 附和 对 方 的 意见 , 带 有 自 谦 以 及 结束 话题 的 语气 。 扫 ?是 语 
气 助词 。 束 加权 ”的 意思 相当 于 "也 可 以 这 么 说 吧 ”。 


1. 写 出 下 列 汉字 的 读音 。 
[ 例 ] 座席 [ ざ せ き ] 


①) 譲 る [ ] (⑫) 光 景 [ 1 
(3 断る [ ] (4) 结 局 [ ] 
(5) 降り る [ 」 (6⑥) 年 寄り L 」 
(7 の 足腰 [ 」 8) 鍛え る [ 」 
(9) 空け る [ ] (10) 好 く [ 」 


OS 人 々 人 @ 


2. 根据 课文 内 容 , 在 括号 内 填 入 适当 的 内 容 。 
し か し 、 そ ん な 理由 は ( )( )( )( 和》 当 款 和 主 LT 姑 意志 受训 入 扎 工 


( )( 


じゅ うな ん た いおう 


)( ) い い の で は あり ませ ん か 。 人 の 好意 は 、( )( )( 


あり が た く 受 け 止 め あたい で す 。 それ が 結 局 は 、 自 分 も 好感 を も た れる ( 
な り ま す 。 好 か れる 人 と いう (  )(  )、 人 の 好意 の 受け 方 が 上手 な 人 ( 


( )( 


) お いう こと で す 。 


3. 仿照 例句 ,完成 或 改写 句子 。 
[ 例 1] 王 さ ん は 学生 だ 一 王 さ ん は 学生 で ある 。 


まん か い さく ぐら 
(1) 満 開 の 楼 が と て も きれ い だ 
じ か ん ま も た いせ つ は 
3) 時間 を 守る こと は 大 切 だ 
あい さっ つ こ じん か ん せい あぁ らむ に 
5) 挨拶 は 個人 の 感性 の 表 れ だ 


[ 例 2] みん な 彼 婦 の うわ さ を し て いる / 本 人 が や っ て きた 一 


[ 例 4] 


みん な 彼女 の うわ さ を し て いる と ころ に 、 本 人 が や っ て きた 。 
Q) 部 内 会 議 で わた し が 発言 し て いる / 社 長 が 入っ て きた 
(⑫) 道 に 迷っ て 困っ て いた / お 巡り さん が 通り か か っ た 
(3) 第 と けん か を し て いた / 多 が 帰っ て きた 

(④① ち ょ うど 出かけ よう と し た / 先 輩 が 訪ね て きた 

(⑤) 友 だ ち に 運 絡 を し よう と し た / 粗 手 か ら 電話 が か か っ て きた 


さい きん し ご と いそ が り ょ こ う Am 
近 仕事 が 性 し いか ら 、 旅行 に 行け な い 一 
最近 仕事 が 忙 し いか ら 、 旅行 に 行け る わけ が な い 。 


に ほん 


① 彼 は 日 本 料理 が 凌い で は な い 
(②⑫) 今 か ら 走 っ て いっ て も 、 間に合わ な い 
(3) こ の 仕事 は 一 日 で 完成 で き な い 
お う きき こく あし た は な み 3 
(④ 主 さん は 帰国 し た の で 、 明日 の 花見 に 来 られ な い 
も ん だ い ず か 二 
(5) こ の 前 題 は 難 し いか ら 、 子ども に で き な い 


いく ら 忙 し く て も 電話 は で きる で し ょ う つ 
いく ら 忙 し く て も 電話 ぐら いで きる で し ょ う 。 
1) も う 子 ども じゃ な いか ら 、 自 分 の 部 屋 の 掃除 は 自分 で し な さい 


)( 


)( 


)( 


が by つか か た 要 大 者 与 a 
(2) 敬 語 の 使い 方 は 複雑 だ 
と うき ょ う せい か つ ベ ん り 了 
(4) 東 京 の 生活 は 便利 だ 


) 
) に 
) 


中 
間 


(②10 年 も も 会 社 こ 勤 め て いる か ら 、 報告 書 は ちゃ ん と 書け る 
ょ う あい さっ 
(3 英語 は 上 手 で は な いけ ど 、 簡単 な 換 拶 は 話せ る 


お 2 


Er サラ ダ は 作れ る 
(5) 大 学生 な ん だ か ら 、 新聞 は 読み な さい 
Us や く た けい けん 
[ 例 5] 特 来 に 役に立つ / 着 いう ち に いろ いろ と 経験 し た い つ 
将 来 に 役に立つ か どう か は 別に し て 、 若い うち に いろ いろ と 経験 し た い 。 
1) おい しい / 一 度 食べ て みる こと に し た 
(②) 成 功 で きる / も う 一 度 頑張 っ て みた い 
(3) 薬 の 効果 が ある /2 適 間 続 け て 飲む こと に し た 
(④ 好 きだ / 野 菜 を た くさ ん 食べ た ほう が 体 に いい 
いっ し ょ や ま の ぼ い や まな むら さそ 
5) 一緒 に 山 次 り に 行く / 山 村 さ ん も 誘っ て みよ う 


「 例 6] 上 海 は 大 きく 変わ っ た と いう 感じ で す つ 
上 海 は 大 きく 変わ っ た っ て 感じ で す 。 
①) さ っ き 、 山 本 さん と いう 人 か ら 電 話 が あり まし た 
(⑫②) 家 の 近く に 新鮮 屋 と いう スー パー が オー プン し た 

た な か じ か ん お く れん らく 

(3) 田 中 さん か ら 1 時 間 遅 れる と いう 連絡 が あっ た 
(④ 王 さん は 風邪 で 今日 は 来 ら れ な いと 言っ た 
(5) あ そこ に 「 駐 車 禁 止 」 と 書い て あり ます 


[ 例 7] A, わた し は 交換 留 学生 と し て 、 1 年 間 東京 に 留学 し まし た 。 
B: あ 、 そ う 。 僕 は 東京 出身 な ん だ よ 。 
だ い が く じ だ い いち ど な ら り ょ こ う な ら 
1) 大 学 時 代 に 、 一 度 奈良 へ 旅行 に 行っ た こと が あり ます / 奈 良 
の 天 阪 の 大 学 で 4 年 日語 を 筋 強 し まし た / 大 阪 


っ か い ど う 


(3 転勤 で 2 年 間 北海 道 で 暮らし まし た / 北 海道 


| 补充 单词 表 


汉字 (假名 读音 ) ”声调 词义 (中 文 ) 


代表 作 ( だ いひ ょ うさ く )③ 代表 作 , 代 表 作 品 


OOO 


汉字 (假名 读音 ) 声调 


词性 


( 续 表 ) 


词义 (中 文 ) 


同窓 会 (どう そう か い )③ 


[名 


基本 ( き ほ ん )⑩ 


同窗 会 ,同学 会 


[名 ] 


基础 ,基本 


個人 (こじ ん )① 


[名 ] 


人 


うわ さ ⑩ 
本 人 (ほん に ん )① 


[名 ・ 他 動 3] 
[名 ] 


传闻 ,谣传 , 风 言 风 语 ;背后 议论 
本 人 ;当事人 


お 巡り さん (お まわ りさ ん )⑨ 


[名 ] 


巡警 


通り か か る (と お り | 
こっ そり ③ 
見 つか る (みつ か る )⑨⑩ 


[自動 1] 偶然 路 过 ,碰巧 路 过 
[ 副 ] 悄悄 地 ,偷偷 地 


[自動 1] 


能 找到 ,能 发 现 ; 被 发 现 , 被 看 见 


逮捕 (た い ほ )① 


[名 ・ 他 動 3] 


逮捕 


単語 (た ん ご )⑨⑩ 


[名] 


試験 (し けん )② 


十 一 一 


词 ,单词 
[名 .他 动 3] 试验 ,检验 ;考试 ,测验 


ちゃ ん と ⑩ 


能力 (の うり ょ く )① 


めき ら め る 


[ 副 ・ 自 動 3] 


[名 ] 


端正 ; 规 规矩 矩 ;牢固 ;好 好 地 
放弃 ’ 死 心 
能力 


態度 (た い ど )① 
費用 (ひよ う )① 
出張 先 ( し ゅ っ ちょ うさ き )①⑩ 


本 


[名 ] 


态度 ,表现 


[名 ] 


费用 ,经 费 , 开 支 


[名 ] 


出 差 要 去 的 地 方 


だ め ② 


[名 ・ ナ 形 ] | 自费 ,无 用 :不行 ,不 可 以 


安心 (あん し ん )⑩ 


[名 ・ ナ 形 ・ 自 動 3] 


安心 ,放心 


ピク ニッ ク ①② 


[名 ] 


郊游 ,野餐 


急用 (きゅう よう )⑩ 


[名 ] 


急 事 


辞め る (や め る )⑨⑩ 


[ 他 動 2] 


辞 ,辞职 


発言 (は つげ ん )⑩ 


己 [名 ・ 自 他 動 3] 


訪ね る (た ず ね る )③ 


[ 他 動 2] 


拜访 ,访问 


間に合う ( ま に あ う )③ 


[自動 1] 


赶 得 及 , 赶 得 上 


勤め る (つと め る )③ 


[ 自 他 動 2] 


上 班 , 工 作 


汉字 (假名 读音 ) 声调 | 販 性 。 | 


動 3・ ナ 
Eh | 時 


词义 (中 文 ) 


开业 ,开张 ;公开 ,开放 


